[bookmark: _9fi64rravdyv]英会話スクール休会申請書

英会話スクール運営者　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）に対し、受講生　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が運営する英会話スクールにおける受講契約について、一定期間の休会を希望し、次のとおり申請する。
本申請書は、休会期間、休会中の受講資格、受講料その他の費用、未消化レッスンの取扱い、復会手続及び休会に伴う権利義務を明確にし、甲乙間の認識の相違を防止することを目的とする。

[bookmark: _md3ue0qu38uw]第1条（申請の目的）
1. 乙は、甲との間で締結した英会話レッスンの受講契約（以下「原契約」という。）について、一定期間の受講を休止するため、本申請書により休会を申請する。
2. 本申請書は、原契約に基づく受講資格を維持しながら、一時的にレッスンの受講を停止する場合の条件及び手続を定めるものである。
3. 休会は原契約の解約又は退会を意味するものではなく、休会期間終了後の復会を予定するものとする。
4. 本申請書に基づく休会の効力は、甲が申請内容を確認し、甲乙間で休会開始日その他必要な条件について合意した時点で生じるものとする。

[bookmark: _7u7r0sxozko1]第2条（申請者情報）
乙の受講登録情報は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	受講生氏名
	

	フリガナ
	

	生年月日
	年　　　月　　　日

	会員番号・受講生ID
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	所属校舎・教室名
	

	受講開始日
	年　　　月　　　日

	担当講師名
	

	保護者氏名（未成年者の場合）
	


2. 乙は、前項に記載した情報が正確であることを確認し、変更が生じた場合には速やかに甲へ届け出るものとする。
3. 甲は、休会手続に必要な範囲で、乙に対して本人確認又は登録情報の確認を求めることができる。

[bookmark: _p323l1w710sr]第3条（受講コース及び契約内容）
休会の対象となる受講コース及び原契約の内容は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	受講コース名
	

	レッスン形態
	□ マンツーマン　□ グループ　□ オンライン　□ その他

	受講目的
	□ 日常英会話　□ ビジネス英語　□ 資格試験対策　□ その他

	受講頻度
	□ 週1回　□ 週2回　□ 月額回数制　□ その他

	1回あたりのレッスン時間
	分

	契約期間
	年　　　月　　　日 ～ 　　　　年　　　月　　　日

	受講料
	月額・総額　　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 口座振替　□ クレジットカード　□ 銀行振込　□ その他

	未消化レッスン数
	回

	その他の契約条件
	


2. 乙が複数のコースを受講している場合、休会の対象となるコースを明確に指定するものとする。
3. 一部のコースのみを休会する場合、休会対象外のコースについては、原契約に従い受講及び支払義務が継続するものとする。

[bookmark: _ehxo5ehzqjqo]第4条（休会申請内容）
乙が希望する休会内容は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	休会開始希望日
	年　　　月　　　日

	休会終了希望日
	年　　　月　　　日

	希望休会期間
	か月

	復会予定日
	年　　　月　　　日

	休会対象
	□ 全コース　□ 一部コース

	休会理由
	□ 仕事・学業　□ 留学・転居　□ 健康上の事情　□ 家庭の事情　□ その他

	その他の希望事項
	


2. 乙は、休会開始希望日及び終了希望日を明示し、甲が定める合理的な申請手続に従って申請するものとする。
3. 甲は、申請内容を確認したうえで、原契約及び事前に明示された休会条件に従い、休会の可否及び適用開始日を乙へ通知するものとする。
4. 甲が申請内容の変更を求める場合には、その理由及び変更後の条件を乙へ説明し、双方の合意により決定するものとする。

[bookmark: _asqwlvx6fv2k]第5条（休会理由）
1. 乙は、休会を希望する理由について、甲に対して必要な範囲で申告するものとする。
2. 休会理由が疾病、負傷、妊娠、出産、介護その他の個人的事情に関係する場合、甲は、休会手続に必要な範囲を超えて詳細な情報の提供を求めないものとする。
3. 甲が休会理由を確認するための資料を必要とする場合には、その必要性、利用目的及び提出方法を乙へ事前に説明するものとする。
4. 乙が合理的な理由により詳細な事情の開示を希望しない場合、甲乙は、原契約及び休会制度の条件を踏まえ、必要な範囲で協議するものとする。

[bookmark: _fd7msula4g70]第6条（休会申請期限）
1. 乙は、原則として休会開始希望日の　　　　日前までに、本申請書を甲へ提出するものとする。ただし、原契約又は事前に明示された休会規定に別段の定めがある場合は、当該定めによる。
2. 疾病、事故、家庭の緊急事情その他やむを得ない理由により申請期限までに提出できない場合、乙は、可能な限り速やかに甲へ連絡するものとする。
3. 前項の場合、甲は、申請が遅れた事情を考慮し、休会開始日及び受講料の取扱いについて合理的に判断するものとする。
4. 申請期限を経過したことのみを理由として、法令又は原契約に基づく乙の正当な権利が失われるものではない。

[bookmark: _szh3qc75dgfs]第7条（休会期間）
1. 休会期間は、甲乙間で合意した休会開始日から休会終了日までとする。
2. 休会期間中、乙は、原則として休会対象となるレッスンの受講を停止する。
3. 休会期間の上限は、原契約又は甲が事前に明示した休会規定に従うものとする。
4. 休会期間中に乙が受講再開を希望する場合、甲乙は、復会日及び受講条件について協議するものとする。
5. 休会期間の変更又は延長については、第13条の定めによるものとする。

[bookmark: _mnv0ez569stk]第8条（休会中の受講料）
1. 休会期間中の受講料及びその他の費用は、原契約及び事前に明示された休会条件に従い、次のとおり取り扱うものとする。
	項目
	金額・条件

	休会中の月額受講料
	□ 無料　□ 減額　□ 通常どおり　□ その他

	休会管理費
	月額　　　　　　　　　円（税込）

	休会手数料
	金　　　　　　　　　円（税込）

	施設維持費
	□ 免除　□ 継続　□ その他

	教材費
	□ 免除　□ 継続　□ 個別精算

	決済方法
	□ 口座振替　□ クレジットカード　□ その他

	請求停止予定日
	年　　　月　　　日

	請求再開予定日
	年　　　月　　　日


2. 甲は、休会に伴って発生する費用及び請求停止時期について、乙が申請を確定する前に明確に説明するものとする。
3. 休会開始日が月の途中となる場合の受講料の日割計算、返金又は翌月以降への充当については、原契約及び甲乙間の合意に従うものとする。
4. 甲は、事前に明示されていない費用を、乙の同意なく新たに請求しないものとする。ただし、法令又は有効な契約上の根拠がある場合は、この限りでない。
5. 休会に伴う受講料の取扱いについては、消費者契約法、特定商取引法その他の関係法令に反しない範囲で適用するものとする。

[bookmark: _2h7dxfn25cgm]第9条（未消化レッスンの取扱い）
1. 休会開始日時点で乙が保有する未消化レッスンについては、原契約及び事前に明示された条件に従い、次の方法で取り扱うものとする。
	項目
	内容

	未消化レッスン数
	回

	未消化レッスンの取扱い
	□ 復会後に繰越し　□ 有効期限延長　□ 返金・精算　□ その他

	レッスン有効期限
	年　　　月　　　日

	休会による期限延長
	□ あり　□ なし

	延長後の有効期限
	年　　　月　　　日

	その他の条件
	


2. 甲は、休会によって未消化レッスンの利用期限又は受講権利に変更が生じる場合、その内容を事前に乙へ説明するものとする。
3. 乙が休会前に予約していたレッスンについては、甲が定めるキャンセル規定及び関係法令に従い取り扱うものとする。
4. 甲は、未消化レッスンの消滅又は失効について、原契約に定めのない不利益な条件を一方的に適用しないものとする。
5. 原契約が特定商取引法上の特定継続的役務提供に該当する場合、受講料の精算及び契約終了時の取扱いについては、同法その他の関係法令を優先するものとする。

[bookmark: _sn2p9fekrxhs]第10条（教材及び学習サービスの利用）
1. 休会期間中における教材、オンライン学習システム、学習アプリ、動画教材その他の付随サービスの利用については、原契約及び甲が事前に明示した条件に従うものとする。
2. 休会期間中に利用を停止するサービスがある場合、甲は、その対象及び停止期間を乙へ通知するものとする。
3. 乙が購入済みの教材については、原契約又は別途合意に従い取り扱うものとし、休会のみを理由として当然に所有権が甲へ移転するものではない。
4. 教材の貸与を受けている場合、休会中の保管、返却又は再貸与については、甲乙協議のうえ定めるものとする。
5. 休会中に学習サービスを継続利用できる場合、その利用範囲及び追加費用の有無を明確にするものとする。

[bookmark: _do5gs0qha7py]第11条（休会中の会員資格）
1. 乙は、休会期間中も、原契約及び甲乙間で合意した条件に従い、受講生としての登録資格を維持するものとする。
2. 休会期間中の会員資格に伴う特典、割引、ポイントその他の権利については、甲が事前に明示した条件に従うものとする。
3. 甲は、休会を理由として、事前に合意していない不利益な取扱いを乙に対して行わないものとする。
4. 乙が休会期間中に退会を希望する場合、原契約及び関係法令に基づき、所定の退会又は解約手続を行うことができる。

[bookmark: _utb9zqkganre]第12条（復会手続）
1. 乙は、休会期間終了後に受講を再開する場合、甲が定める合理的な手続に従い復会を申請するものとする。
2. 復会に際しては、次の事項を確認するものとする。
	項目
	内容

	復会予定日
	年　　　月　　　日

	復会申請期限
	復会予定日の　　　　　日前

	復会後の受講コース
	

	復会後の受講頻度
	

	復会後の受講料
	金　　　　　　　　　円（税込）

	復会手数料
	□ なし　□ あり（金　　　　　　　円）

	担当講師
	□ 休会前と同じ　□ 変更あり　□ 未定

	受講曜日・時間帯
	


3. 甲は、復会後のレッスン提供について、教室の定員、講師の配置、時間割その他の運営状況を踏まえて調整するものとする。
4. 休会前と同一の講師、曜日又は時間帯での受講が困難な場合、甲は、可能な範囲で代替案を提示し、乙と協議するものとする。
5. 復会に伴って受講料その他の契約条件が変更される場合、甲は、その内容及び適用開始日を事前に説明し、必要な合意を得るものとする。

[bookmark: _h62y65pimljm]第13条（休会期間の延長）
1. 乙が休会期間の延長を希望する場合、原則として休会終了予定日の　　　　日前までに、甲へ延長を申請するものとする。
2. 延長申請には、延長希望期間及び必要な理由を記載するものとする。
3. 甲は、原契約及び事前に明示された休会規定に基づき、延長の可否を判断するものとする。
4. 延長が認められた場合、甲乙は、延長後の休会終了日、費用及び復会予定日について確認するものとする。
5. 延長が認められない場合、甲は、その理由及び乙が選択できる復会、退会その他の手続について説明するものとする。

[bookmark: _aiwptbjv3q3v]第14条（休会期間満了時の取扱い）
1. 休会期間が満了した場合、甲乙は、事前に合意した復会条件に従い、受講再開の手続を行うものとする。
2. 甲は、休会期間満了前に、合理的な方法で乙へ復会予定日及び必要な手続を通知するよう努めるものとする。
3. 乙から復会又は延長の申出がない場合の取扱いは、原契約及び事前に明示された条件によるものとする。
4. 休会期間の満了のみを理由として、自動的に退会扱いとし、又は新たな費用を発生させる場合には、その条件が事前に明示され、法令上有効であることを要するものとする。
5. 甲乙間で復会時期について合意できない場合には、原契約及び関係法令に従い、受講契約の継続又は終了について協議するものとする。

[bookmark: _oeu8ais760ra]第15条（休会申請の取消し）
1. 乙は、休会開始前に休会申請を取り消すことを希望する場合、速やかに甲へ申し出るものとする。
2. 休会申請の取消しに伴う受講料、手数料及び予約済みレッスンの取扱いについては、原契約及び事前に明示された条件に従うものとする。
3. 甲は、休会申請の取消しに伴って実際に発生した費用がある場合、その内容及び算定根拠を乙へ説明するものとする。
4. 休会申請の取消しに関する費用負担については、消費者契約法その他の関係法令に反しない範囲で取り扱うものとする。

[bookmark: _fkbatuxc86th]第16条（休会中の契約変更）
1. 休会期間中に受講コース、受講料、レッスン時間その他の契約条件を変更する必要が生じた場合、甲は、その内容及び変更理由を乙へ通知するものとする。
2. 乙に新たな金銭的負担又は重要な不利益が生じる変更については、法令又は有効な契約上の根拠がある場合を除き、乙の同意を得るものとする。
3. 甲が教室の移転、閉鎖、コースの廃止その他の事情により、休会前と同一の条件でレッスンを提供できなくなった場合、甲乙は、代替サービスの提供、受講料の精算又は契約終了等について協議するものとする。
4. 本条の規定は、乙が関係法令に基づいて有する契約解除、返金請求その他の権利を制限するものではない。

[bookmark: _gxil9ouqo1gp]第17条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本申請書に記載された乙の氏名、連絡先、受講情報、休会期間その他の個人情報を、休会申請の受付、本人確認、受講契約の管理、費用精算及び復会手続に必要な範囲で利用するものとする。
2. 甲は、取得した個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他の関係法令に従い、適切に管理するものとする。
3. 乙が健康上の事情その他配慮を要する個人情報を提供した場合、甲は、その情報の性質に応じた適切な管理措置を講じるものとする。
4. 甲は、法令に基づく場合その他法令上認められる場合を除き、本人の同意なく個人情報を第三者へ提供しないものとする。
5. 個人情報の保存期間、開示等の請求及び問い合わせ窓口については、甲が別途定める個人情報保護方針等に従うものとする。

[bookmark: _2zcu92d02li6]第18条（未成年者の休会申請）
1. 乙が未成年者である場合、休会申請にあたっては、必要に応じて親権者その他の法定代理人の同意を得るものとする。
2. 法定代理人が休会申請を行う場合、甲は、必要な範囲で本人との関係及び申請権限を確認することができる。
3. 未成年者の休会、復会及び費用負担については、本人の年齢、契約内容及び関係法令を踏まえ、適切に取り扱うものとする。
4. 本申請書は、未成年者及び法定代理人が法令上有する取消権その他の権利を制限するものではない。

[bookmark: _sa8fihk3owua]第19条（契約上の権利の保護）
1. 本申請書による休会は、原契約に基づく乙の権利を当然に消滅させるものではない。
2. 甲は、休会申請を理由として、乙が法令上有するクーリング・オフ、中途解約、返金請求その他の権利を不当に制限しないものとする。
3. 原契約が特定商取引法に定める特定継続的役務提供に該当する場合、契約期間、契約金額、中途解約及び費用精算については、同法の規定に従うものとする。
4. 本申請書の内容が強行法規に抵触する場合、当該法規の定めが優先するものとする。

[bookmark: _v835lgongetz]第20条（協議事項）
1. 本申請書に定めのない事項又はその解釈について疑義が生じた場合、甲乙は、原契約及び関係法令を踏まえ、誠意をもって協議するものとする。
2. 本申請書と原契約又はスクール規約との間に相違がある場合、法令に反しない範囲で、甲乙間で個別に合意した休会条件を優先するものとする。
3. 休会に関する紛争が生じた場合、甲乙は、まず協議による円満な解決に努めるものとする。
4. 協議によって解決しない場合には、日本法を準拠法とし、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _rovw35g2k2at]第21条（最終確認事項）
乙は、本申請書を提出するにあたり、次の事項について確認する。
□ 休会開始希望日及び終了希望日を確認しました。
□ 休会申請の提出期限及び手続方法を確認しました。
□ 休会期間中の受講料及び各種費用を確認しました。
□ 休会管理費及び休会手数料の有無を確認しました。
□ 未消化レッスンの取扱い及び有効期限を確認しました。
□ 休会期間中の教材及びオンライン学習サービスの利用条件を確認しました。
□ 休会中の会員資格及び特典の取扱いを確認しました。
□ 復会予定日及び復会手続を確認しました。
□ 休会期間の延長条件を確認しました。
□ 休会期間満了時の取扱いを確認しました。
□ 休会申請の取消条件を確認しました。
□ 個人情報の利用目的及び取扱いを確認しました。
□ 原契約及びスクール規約との関係を確認しました。
□ 本申請書の内容を理解し、休会を申請します。

[bookmark: _tnr0j1b9sg9y]申請者署名欄
乙は、本申請書の内容を確認したうえで、甲に対して休会を申請する。
申請日：　　　　年　　　月　　　日

乙（申請者・受講生）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者・法定代理人（必要な場合）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受講生との続柄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _hkp13uhlfx7e]
[bookmark: _n36ajeqx1923]スクール受付・承認欄
甲（英会話スクール運営者）
	項目
	内容

	スクール名
	

	運営会社名
	

	所在地
	

	受付担当者
	

	申請受付日
	年　　　月　　　日

	休会申請結果
	□ 承認　□ 条件付き承認　□ 不承認

	承認休会開始日
	年　　　月　　　日

	承認休会終了日
	年　　　月　　　日

	復会予定日
	年　　　月　　　日

	休会期間中の費用
	

	未消化レッスンの取扱い
	

	条件・特記事項
	

	承認日
	年　　　月　　　日

	承認担当者
	



甲は、休会申請を承認する場合、確定した休会条件を乙に通知し、必要に応じて本申請書の写し又は電子記録を交付するものとする。

甲の署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙の承認条件確認署名：

